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「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
と

　
　
　

福
祉
医
療
○母
○障
○老
」
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日
本
国
民
は

「
国
権
の
発
動
た

る
戦
争
」
が
嫌
い

で
あ
る
。
あ
る
国

際
的
な
調
査
で
は

「
国
の
た
め
に
戦
う
意
思
が
あ

る
」
日
本
人
は
10
％
で
64
カ
国

中
最
低
。
ド
イ
ツ
18
％
、
イ
タ

リ
ア
20
％
、
イ
ギ
リ
ス
27
％
、

フ
ラ
ン
ス
29
％
、
ア
メ
リ
カ
44

％
。
周
辺
国
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム

89
％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
73
％
、
中

国
71
％
、
ロ
シ
ア
59
％
、
韓
国

42
％
▼
戦
争
に
は
言
い
訳
が
要

る
。
自
衛
の
た
め
、
同
盟
国
の

た
め
、
正
義
の
た
め
…
▼
イ
ギ

リ
ス
の
政
治
家
、
ア
ー
サ
ー
・

ポ
ン
ソ
ン
ビ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス

政
府
が
行
っ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

か
ら
、
10
の
要
素
を
導
き
出
し

た
。
①
わ
れ
わ
れ
は
戦
争
を
し

た
く
な
い
②
敵
側
が
一
方
的
に

戦
争
を
望
ん
だ
③
敵
の
指
導
者

は
悪
魔
の
よ
う
な
人
間
だ
④
領

土
や
覇
権
で
は
な
く
偉
大
な
使

命
の
た
め
に
戦
う
⑤
こ
の
大
義

は
崇
高
だ
⑥
わ
れ
わ
れ
も
誤
っ

て
犠
牲
を
出
す
が
、
敵
は
わ
ざ

と
残
虐
行
為
に
及
ん
で
い
る
⑦

敵
は
卑
劣
な
兵
器
や
戦
略
を
用

い
て
い
る
⑧
わ
れ
わ
れ
の
受
け

た
被
害
は
小
さ
く
、
敵
に
与
え

た
被
害
は
甚
大
⑨
芸
術
家
や
知

識
人
も
正
義
の
戦
い
を
支
持
し

て
い
る
⑩
こ
の
正
義
に
疑
問
を

投
げ
か
け
る
者
は
裏
切
り
者
で

あ
る
―
日
本
と
周
辺
国
は
い
く

つ
か
の
項
目
を
ク
リ
ア
し
つ
つ

あ
る
の
で
は
な
い
か
▼
歴
史
学

者
の
ア
ン
ヌ
・
モ
レ
リ
は
「
私

た
ち
は
、
戦
争
が
終
わ
る
た
び

に
『
も
う
二
度
と
騙
さ
れ
な
い

ぞ
』
と
誓
う
が
、
ま
た
罠
に
は

ま
っ
て
し
ま
う
」
と
指
摘
す
る

▼
冒
頭
の
質
問
で
「
分
か
ら
な

い
」
と
答
え
た
日
本
人
は
44
％

と
他
国
に
比
べ
て
か
な
り
多

い
。
こ
れ
ら
の
層
が
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
に
よ
り
戦
争
に
向
か
っ
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
が

戦
前
で
は
な
く
、
戦
後
で
あ
る

こ
と
を
長
く
続
け
た
い
（
空
）

ご注文は、☎078－393－1807まで

　

協
会
の
会
員
数
が
６
月
末
時
点
で
、
７
３
０

０
人
と
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
協
会
で
は
、
４

月
か
ら
６
月
末
ま
で
を
「
春
の
組
織
強
化
月

間
」
と
し
て
会
員
拡
大
に
取
り
組
み
、
３
カ
月

間
で
入
会
が
１
２
７
人
、
退
会
73
人
で
54
人
の

会
員
増
と
な
り
、
初
め
て
７
３
０
０
人
と
な
っ

た
。
歯
科
で
は
目
標
と
し
て
い
た
２
０
５
０
人

を
超
過
達
成
し
、
医
科
正
会
員
、
準
会
員
（
勤

務
医
会
員
）
と
も
実
増
と
な
っ
た
。
協
会
は
発

足
以
来
、
毎
年
会
員
数
を
増
や
し
続
け
て
お
り

（
図
）、
継
続
し
た
会
員
獲
得
の
た
め
、
年
２

回
の
組
織
強
化
月
間
を
設
け
て
い
る
。
引
き
つ

づ
き
10
月
、
11
月
の
秋
の
組
織
強
化
月
間
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

◀
ポ
ス
タ
ー

◀パンフレット

▲会員増加のあしどり

第24回日常診療経験交流会より
残薬再利用の調査によりみえてきたもの

研
面
究

神戸市各区で国保相談会を開催 ２面

歯科保険請求Q&A ３面

４面

ポスター・パンフレット（無料）
ぜひご注文ください！
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会
員
２
千
人
突
破

設
立
５
周
年

91
年
度
５
千
人
突
破

98
年
６
月
６
千
人
突
破

設
立
30
周
年

設
立
総
会

会員総計

医科正会員

歯科会員

医科準会員

設
立
40
周
年

２
０
１
６
年
７
月

２
０
１
２
年
６
月
７
千
人
突
破

医科正会員
歯科会員
医科準会員
総計

（人）

　

協
会
は
１
９
６
９
年
の
設
立

総
会
時
に
７
６
０
人
の
会
員
数

で
ス
タ
ー
ト
し
て
以
降
、
１
９

９
１
年
に
５
千
人
を
突
破
、
98

年
に
６
千
人
、
２
０
１
２
年
に

は
７
千
人
を
突
破
し
順
調
に
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今

春
、
協
会
設
立
以
来
最
高
と
な

る
７
３
０
０
人
に
到
達
し
ま
し

た
。
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

協
会
は
、「
頼
り
に
な
り
役

に
立
つ
協
会
、
会
員
に
な
っ
て

得
を
す
る
協
会
」
を
掲
げ
て

「
組
織
強
化
月
間
」
に
全
力
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

今
春
の
組
織
強
化
月
間
で

は
、
診
療
報
酬
改
定
対
策
と
し

て
、
改
定
研
究
会
や
新
点
数
運

用
Ｑ
＆
Ａ
２
次
検
討
会
・
在
宅

医
療
点
数
研
究
会
を
開
催
。
歯

科
で
は
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医

機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所
」

「
歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加

算
」「
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診

療
所
」
の
施
設
基
準
届
出
に
対

応
し
た
医
療
安
全
対
策
研
究
会

を
行
い
、
多
く
の
方
に
ご
入
会

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
規
６
カ
月
指
導
な
ど
の
審

査
指
導
対
策
や
保
険
請
求
対
策

を
は
じ
め
、
好
評
の
新
規
開
業

医
研
究
会
や
診
療
内
容
向
上
研

究
会
、
歯
科
定
例
研
究
会
へ
の

参
加
、「
保
険
医
年
金
」「
グ
ル

ー
プ
保
険
」「
休
業
保
障
制

度
」
の
協
会
３
大
共
済
制
度

と
、
新
制
度
の
積
立
年
金
「
デ

フ
エ
ル
」
な
ど
、
協
会
の
多
彩

な
活
動
を
き
っ
か
け
に
ご
入
会

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
病
院
勤
務
医
の
方
々

に
向
け
て
、
勤
務
医
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

の
配
布
や
病
院
医
局
前
の
協
会

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
受
験
セ

ミ
ナ
ー
の
案
内
な
ど
、
継
続
的

な
宣
伝
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
理
事
長
を
先
頭
に
、
役

員
が
県
下
の
公
私
立
の
病
院

長
、
ま
た
大
学
病
院
の
教
授
を

訪
問
、
協
会
の
入
会
案
内
や
勤

務
医
向
け
の
説
明
会
の
開
催
を

要
請
し
、
実
現
さ
せ
て
い
ま

す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
も
、

お
知
り
合
い
の
開
業
医
や
勤
務

医
、
ご
子
弟
な
ど
を
紹
介
い
た

だ
き
、
多
く
の
入
会
者
を
迎
え

て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
を
申

し
上
げ
、
よ
り
一
層
の
お
力
添

え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

協
会
の
多
彩
な
活
動
が

入
会
の
き
っ
か
け
に

新
し
い
共
済
制
度
や
研
究
会
が
好
評

さ
ら
に「
頼
り
に
な
り
役
に
立
つ
協
会
」へ

さ
ら
に「
頼
り
に
な
り
役
に
立
つ
協
会
」へ

の
協
力
が
任
意
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
た

か
も
「
提
供
」
が
義
務
か
の

よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

全
国
保
険
医
新
聞
（
６
月

15
日
付
）
で
も
既
報
の
通

り
、
法
令
で
は
支
払
基
金
は

書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

し
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ

た
」
た
め
、「
支
払
基
金
に

お
い
て
は
保
険
医
療
機
関
に

係
わ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
の

収
集
が
必
要
と
な
る
」
と
説

明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

通
知
文
書
で
は
番
号
収
集
へ

も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供

は
任
意
で
あ
り
、
提
供
を
し

な
く
て
も
診
療
報
酬
の
審

査
、
支
払
い
に
不
利
益
は
な

い
こ
と
、
ま
た
、
提
供
を
し

な
い
場
合
に
は
そ
の
旨
を
明

記
し
て
返
送
す
れ
ば
催
促
は

し
な
い
こ
と
な
ど
、
支
払
基

事
業
者
と
し
て
「
個
人
番
号

の
提
供
に
協
力
す
る
よ
う
努

め
る
」
努
力
義
務
が
あ
り
ま

す
が
、
個
人
（
医
療
機
関
）

に
提
供
義
務
を
負
わ
せ
る
規

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
団
連

が
６
月
21
日
に
支
払
基
金
に

申
し
入
れ
を
行
っ
た
際
に

生
方
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
点

に
ご
留
意
の
上
、
対
応
く
だ

さ
い
。

※
ご
不
明
な
点
や
ご
意
見
等

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
税
経
部

☎
078
―
393
―
１
８
１
７
ま
で

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

金
と
し
て
も
あ
く
ま
で
も
先

生
方
の
判
断
を
尊
重
す
る
旨

の
見
解
を
正
式
に
文
書
で
示

し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
は
、
番
号
漏
洩
に
よ
る

個
人
情
報
の
悪
用
の
危
険
性

や
、
将
来
的
に
は
医
療
・
社

会
保
障
分
野
へ
の
利

用
拡
大
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
懸
念
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
上
記

の
点
を
ふ
ま
え
、
判

断
は
あ
く
ま
で
も
先

人
番
号
」（
以
下
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
収
集
を
行
う
方
針

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
収

集
の
委
託
を
受
け
た
株
式
会

社
シ
ー
イ
ー
シ
ー
（
Ｃ
Ｅ

Ｃ
）
を
通
じ
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
や
本
人
確
認
書
類
の
写

し
を
返
送
す
る
よ
う
求
め
る

方
針
で
、
兵
庫
県
で
は
収
集

キ
ッ
ト
が
８
月
中
旬
〜
下
旬

に
先
生
方
の
お
手
元
に
届
け

ら
れ
る
模
様
で
す
。

　

他
県
で
す
で
に
届
き
始
め

て
い
る
通
知
文
書
に
よ
る
と

「
税
務
署
に
提
出
す
る
診
療

報
酬
等
に
係
わ
る
支
払
い
調

　

社
会
保
険
診
療

報
酬
支
払
基
金

（
以
下
、
支
払
基

金
）
は
各
医
療
機

関
に
「
個
人
番

号
」
お
よ
び
「
法

支
払
基
金
が
８
月
に
個
人
番
号
収
集
キ
ッ
ト
送
付

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
提
供
は
任
意

春の組織強化月間終え春の組織強化月間終え

会員数最高の7300人に会員数最高の7300人に

「ストップ！患者負担増」「ストップ！患者負担増」
 署名をさらに広げてください

◀
署
名
用
紙

署
名
付
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
◀

参院選後も９月まで延長して
　　　　　　　　　取り組みます
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北
摂
・
丹
波
支
部　

接
遇
研
修
会

北
摂
・
丹
波
支
部　

接
遇
研
修
会

労使双方に分かりやすい労務管理が大切と
説明する桂社会保険労務士　　　　　　　

水沼弁護士が医療事故発生の
背景から対応まで解説　　　

グループに分かれディスカッションを行い、
接遇への取り組みを交流　　　　　　　　　

感 想 文

感 想 文

感 想 文

医
療
事
故
調
査
の
難
し
さ

分
か
り
や
す
く
解
説

労
使
納
得
の

仕
組
み
づ
く
り
こ
そ

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち

形
に
し
て
伝
え
る
術
と
は

て
い
ま
し
た
。
そ
の
環
境
整
備

の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
労
使

双
方
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い

労
務
管
理
や
雇
用
契
約
の
仕
組

み
づ
く
り
が
あ
る
こ
と
を
、
再

確
認
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
に
発
生
し
た
事

例
の
資
料
も
あ
り
、
問
題
点
の

説
明
だ
け
で
な
く
、
こ
う
す
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
ア
ド
バ
イ

ス
的
説
明
も
あ
り
、
大
変
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
の
質
疑
応
答
で
、
参
加

さ
れ
て
い
る
先
生
方
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
質
問
・
相
談
が
出
て
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
回
答
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
の
も
貴
重
な
情

報
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
内
容
を
参
考
に

し
、
よ
り
良
い
職
場
環
境
づ
く

り
に
い
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
三
木
市　

み
き
や
ま
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院　

事
務
部

　

事
務
課
長　

藤
田　

敏
臣
】

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
６
月
18

日
、
丹
波
市
柏
原
住
民
セ
ン
タ

ー
で
接
遇
研
修
会
「
信
頼
感
を

育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
」
を
開
催
。
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
松
田

幸
子
氏
を
講
師
に
12
人
が
参
加

し
た
。
丹
波
市
・
け
や
き
ク
リ

ニ
ッ
ク
ス
タ
ッ
フ
の
中
道
絢
子

氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
の
研
修
会
は
実
習
を
交

え
た
も
の
で
、
他
院
ス
タ
ッ
フ

と
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
や
意

見
交
換
を
通
し
、
お
互
い
の
刺

激
に
な
り
、
大
変
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
義
の
始
め
に
、「
頭
で
分

か
っ
て
い
る
こ
と
を
行
動
に
移

せ
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
松
田

先
生
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
相
手
に
対
す
る
気
持
ち
は

行
動
に
表
さ
な
け
れ
ば
届
き
ま

っ
て
い
る
よ
う
に
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
面
の
み
な
ら
ず
、
一

方
的
な
規
則
の
押
し
付
け
で
な

く
、
職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
、
い
か
に
分
か
り

や
す
く
納
得
で
き
る
仕
組
み
を

作
る
こ
と
が
大
切
か
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
医
療
業
界
は
「
労

働
集
約
型
産
業
」
で
あ
り
、
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や

せ
ん
。
ま
た
、
相
手
が
受
け
入

れ
て
く
れ
な
け
れ
ば
自
己
満
足

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
に
安
心
感
を
も
っ
て
い
た

だ
き
、
そ
こ
か
ら
信
頼
に
つ
な

げ
る
に
は
、
相
手
を
思
い
や
る

気
持
ち
を
形
に
し
て
伝
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ

を
伝
え
る
術
を
今
回
の
研
修
会

を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

近
年
、「
医
療
は
サ
ー
ビ
ス

発
症
と
医
療
者
は
思
う
が
、
患

者
は
医
療
者
の
不
注
意
で
起
こ

る
症
状
と
考
え
る
な
ど
、
常
識

・
感
覚
が
異
な
る
こ
と
を
ま
ず

理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

最
後
に
水
沼
先
生
は
、
背
景

や
衣
装
が
途
中
で
変
わ
る
カ
ー

ド
マ
ジ
ッ
ク
の
ビ
デ
オ
を
紹
介

し
、
人
が
い
か
に
見
て
い
る
よ

う
で
見
て
い
な
い
か
、
人
の
記

憶
が
い
か
に
曖
昧
で
あ
る
か
を

説
明
し
、
事
故
調
査
の
難
し
さ

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
。

　

き
わ
め
て
分
か
り
や
す
く
、

有
意
義
な
講
演
で
あ
っ
た
。

 

【
西
宮
市　

半
田　

伸
夫
】

医
療
従
事
者
が
識
別
で
き
な
い

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
亀

田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で

は
、
死
亡
、
死
産
全
例
に
、
医

療
起
因
性
、
予
期
可
能
か
ど
う

か
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
記
載
を

義
務
付
け
て
い
る
。

　

⑶
人
は
な
ぜ
見
落
と
す
か
―

見
え
て
い
る
世
界
が
異
な
る

―
：
医
者
が
「
貧
血
は
問
題
な

い
」
と
い
う
場
合
、
血
液
検
査

で
の
赤
血
球
の
減
少
を
指
す

が
、
一
般
に
は
ふ
ら
つ
く
こ
と

を
い
う
の
で
、
納
得
さ
れ
な

い
。
合
併
症
は
お
こ
り
う
る
併

　

③
異
状
死
体
の
届
出
義
務

は
、
体
表
を
検
案
し
て
異
状
が

あ
る
場
合
に
届
け
る
。
過
失
の

有
無
は
問
わ
な
い
。
た
だ
し
異

状
が
な
い
場
合
は
、
体
表
に
異

状
は
な
い
、
と
カ
ル
テ
に
記
載

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

⑵
医
療
事
故
調
査
制
度
：
医

療
に
起
因
し
た
死
亡
、
死
産

で
、
管
理
者
が
予
期
で
き
な
か

っ
た
も
の
を
医
療
事
故
と
し
て

調
査
す
る
制
度
。
内
部
調
査
と

支
援
セ
ン
タ
ー
の
調
査
が
あ

る
。
あ
く
ま
で
も
今
後
の
事
故

防
止
が
主
目
的
で
、
報
告
書
は

有
無
と
、
発
生
し
た
損
害
に
対

す
る
因
果
関
係
を
立
証
す
る
。

そ
の
際
に
は
医
療
水
準
に
基
づ

く
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
参
考
と
な
る

が
、
医
師
の
裁
量
で
合
理
的
な

治
療
で
あ
れ
ば
大
丈
夫
。
し
か

し
、
そ
の
根
拠
を
カ
ル
テ
に
記

録
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

②
応
召
義
務
違
反
は
、
来
院

の
主
目
的
が
治
療
で
な
く
、
医

師
患
者
の
信
頼
関
係
が
破
綻
し

て
い
て
、
緊
急
性
が
な
く
、
代

替
医
療
機
関
が
あ
る
場
合
や
、

自
ら
離
院
し
た
場
合
は
当
て
は

ま
ら
な
い
。
報
酬
未
払
い
や
、

時
間
外
は
応
召
義
務
が
あ
る
の

で
拒
否
で
き
な
い
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
５
月
21

日
、
協
会
会
議
室
で
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
「
医
療
機

関
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
〜
医
療
事
故
調
査
制
度
・

見
落
と
し
が
あ
る
理
由
〜
」
を

開
催
し
、
17
人
が
参
加
し
た
。

千
葉
県
・
亀
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
の
水
沼
直
樹
弁
護
士
が

講
師
を
、
鵜
飼
万
貴
子
弁
護
士

が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、

医
療
事
故
調
査
制
度
の
実
施
を

ふ
ま
え
た
対
策
な
ど
を
講
演
し

た
。
司
会
を
務
め
た
半
田
伸
夫

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

⑴
法
律
の
世
界
は
単
純
：
①

注
意
義
務
違
反
に
よ
る
過
失
の

た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
も

「
職
員
と
力
を
合
わ
せ
ら
れ
る

雇
用
環
境
の
つ
く
り
方
」
と
な

　

北
播
支
部
は
６
月
25
日
、
加

東
市
・
滝
寺
荘
で
第
32
回
支
部

総
会
を
開
催
し
、
２
０
１
５
年

度
活
動
報
告
と
16
年
度
活
動
方

針
を
採
択
し
た
。
記
念
講
演
で

は
、
社
会
保
険
労
務
士
の
桂
好

志
郎
氏
が
「
ス
タ
ッ
フ
定
着
の

ポ
イ
ン
ト
〜
職
員
と
力
を
合
わ

せ
ら
れ
る
雇
用
環
境
の
つ
く
り

方
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、

12
人
が
参
加
し
た
。
三
木
市
・

み
き
や
ま
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
藤
田
敏
臣

氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

私
は
１
６
６
床
の
病
院
の
事

務
部
で
勤
務
し
て
お
り
、
大
変

興
味
深
い
テ
ー
マ
で
し
た
の
で

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

神
経
難
病
に
お

け
る
慢
性
期
医

療
の
役
割
を
担

う
当
法
人
に
と

っ
て
は
、
い
か

に
ス
タ
ッ
フ
が

安
心
し
て
仕
事

に
集
中
で
き
る

環
境
を
つ
く
っ

て
い
く
か
が
生

産
性
を
上
げ
、

ま
た
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
質
向
上

に
つ
な
が
る
と

以
前
よ
り
感
じ

業
で
あ
る
」
と
よ
く
耳
に

し
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
病

院
を
選
ぶ
時
代
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
は
「
選
ば
れ
る

医
療
機
関
」
を
め
ざ
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ス
タ
ッ
フ
各
々
が
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
を
備
え
、
患

者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
え
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
丹
波
市
・
け
や
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

ス
タ
ッ
フ　

中
道　

絢
子
】

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

河
崎
与
一
郎
先
生

南
あ
わ
じ
市　

外
科
・
内
科
・
放
射
線
科

６
月
30
日 

享
年
96
歳

西
宮
・
芦
屋
支
部　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

西
宮
・
芦
屋
支
部　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

北
播
支
部　

第

北
播
支
部　

第
3232
回
支
部
総
会
・
記
念
講
演

回
支
部
総
会
・
記
念
講
演

は
、
２
０
１
３
年
度
ま
で
は

「
住
民
税
方
式
」
と
い
わ
れ

る
、
社
会
保
険
料
や
医
療
費
控

除
な
ど
各
種
の
所
得
控
除
が
あ

れ
ば
国
保
料
も
低
く
な
る
仕
組

み
だ
っ
た
。
し
か
し
国
保
の
県

単
位
化
を
進
め
る
国
の
方
針

で
、
基
礎
控
除
だ
け
し
か
認
め

な
い
算
定
方
式
に
変
更
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

14
年
度
、
15
年
度
は
移
行
期

間
と
し
て
、
神
戸
市
は
経
過
措

置
を
認
め
て
き
た
が
、
今
年
度

は
そ
の
一
部
が
廃
止
さ
れ
、
寡

婦
や
障
害
者
な
ど
を
対
象
に
し

た
特
例
控
除
が
残
さ
れ
た
だ
け

に
な
っ
た
。
残
る
特
例
措
置
も

「
当
分
の
間
」
の
実
施
と
さ
れ

て
お
り
、
い
つ
廃
止
さ
れ
る
か

分
か
ら
な
い
。

　

社
保
協
で
は
、
市
に
特
例
措

置
の
存
続
や
拡
充
を
求
め
る
な

ど
、
引
き
続
き
国
保
改
善
運
動

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い

る
。

合
が
悪
く
な
り
病
院
に
行
き
た

い
が
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
お

り
市
か
ら
60
万
円
払
え
と
言
わ

れ
た
」
な
ど
、
高
額
な
保
険
料

の
た
め
に
生
活
が
圧
迫
さ
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら

れ
た
。
社
保
協
加
盟
団
体
か
ら

参
加
し
た
相
談
員
が
軽
減
条
件

を
検
討
し
、
１
０
０
件
中
、
23

件
は
軽
減
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　

こ
の
間
の
国
保
改
善
運
動
の

中
で
、
法
定
軽
減
の
枠
は
拡
大

さ
れ
て
き
て
お
り
、
保
険
料
が

大
幅
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
し
か
し
、
国
民
健

康
保
険
は
、
国
庫
負
担
が
削
減

さ
れ
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
が

続
い
て
い
る
。
し
か
も
、
国
保

医
療
費
分
だ
け
で
な
く
、
後
期

高
齢
者
医
療
支
援
金
分
、
介
護

保
険
料
分
と
三
層
構
造
の
負
担

と
な
る
こ
と
か
ら
、
構
造
的
に

高
額
に
な
っ
て
い
る
。

　

神
戸
市
の
保
険
料
計
算
方
式

　

相
談
会
は
新
年
度
の
保
険
料

が
通
知
さ
れ
る
６
月
に
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
国
保
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
る
中
、
２

０
０
７
年
の
第
１
回
目
で
は
５

９
２
件
も
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

た
。
以
来
、
神
戸
市
内
の
各
区

社
保
協
が
中
心
に
な
っ
て
毎
年

実
施
し
て
き
た
。

　

相
談
内
容
は
「
退
職
後
の
年

金
生
活
に
も
か
か
わ
ら
ず
急
に

保
険
料
が
高
く
な
っ
た
」「
具

　

神
戸
市
内
で
、
各
区
の
社
会

保
障
推
進
協
議
会
（
協
会
神
戸

支
部
が
参
加
）
が
国
民
健
康
保

険
の
保
険
料
に
つ
い
て
の
相
談

会
を
６
月
の
中
旬
〜
下
旬
に
か

け
て
開
催
し
、
１
０
０
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
た
（
表
）。
西

区
で
の
相
談
会
に
は
、
吉
岡
正

雄
協
会
副
理
事
長
が
、
西
区
社

保
協
会
長
と
し
て
参
加
。
相
談

員
と
し
て
市
民
の
相
談
に
て
い

ね
い
に
答
え
た
。

100件中23件は100件中23件は
 軽減の可能性 軽減の可能性

社保協が神戸市各区で国保相談会を開催

表　神戸市内９区で開催された
国保相談会の相談件数

区 相談数 軽減見込

東灘区 14 4

灘　区 5 3

中央区 0 0

兵庫区 22 11

北　区 37 集計中

長田区 9 1

須磨区 5 3

垂水区 3 0

西　区 5 1

合　計 100 23

支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

日　時　８月６日（土） 15時～17時
会　場　姫路じばさんびる901ホール
記念企画　映画「妻の病」上映会
ミニ講演　高森信岳先生
　　　　（室井整形外科・心療内科院長）
※終了後、懇親会（無料）

■姫路・西播支部■第31回支部総会
日　時　８月６日（土） 15時～17時
会　場　協会５階会議室
テーマ　感染症対策の要　手指衛生について学ぶ
講　師　 済生会兵庫県病院　感染管理認

定看護師　小川麻由美氏
参加費　1000円（受講証を発行）

■神戸支部■院内感染対策研修会



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０１６年(平成２８年)７月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８１９号（３）

歯科社保学習会

新点数を中心に歯科社保ルールを再確認！

◆「歯科外来診療環境体制加算」・「在宅療養支援歯科診療所」・
　　「かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所」施設基準届出対応研修◆

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

テキスト：保団連発行『歯科保険診療の研究
2016年４月版』をご持参ください。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

【第１回】７月31日（日）14時～16時30分
　　　　　第３章『在宅医療』
　　　　　基本的なルール解説と質疑・交流
【第２回】８月27日（土）19時30分～21時　
　　　　　第１章『初診料・再診料』（外来環）
　　　　　第２章『医学管理等』（歯管・医管・か強診等）
【第３回】９月22日（木・祝）13時～14時40分
　　　　　第４章『検査・画像診断・投薬・麻酔』
　　　　　第５章『処置・リハビリ』、第７章『歯周疾患』
〈15時～17時　歯科定例研究会「歯科医院の雇用管理（仮）」
 講　師　桂好志郎社会保険労務士〉
【第４回】10月８日（土）19時30分～21時
　　　　　第６章『手術』、第８章『歯冠修復、ブリッジ』
　　　　　第９章『有床義歯』
会　場　協会５階会議室　　参加費　無料

日　時　８月21日（日） 14時～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科教授・協会理事 足立 了平先生
第１部：医療安全管理対策研究会　第２部：施設基準対応研修
　第１部、第２部通しでご参加の会員の先生には、①「外来環」研修要件『偶発
症に対する緊急時の対応、医療事故対策、院内感染対策』、②「歯援診」研修要
件『高齢者の心身の特性、口腔機能の管理および緊急時対応』、③「かかりつけ
歯科医機能強化型歯科診療所」研修要件（上記①＋②）の三つの施設基準届出に
対応した受講証を発行します。
参加費　1000円　　定　員　150人（事前申込順）

歯科保険請求
80

【厚労省　疑義解釈資料より抜粋】

〈床副子調整・修理〉
Ｑ１　床副子の調整について、睡眠時無
呼吸症候群の治療法としての咬合床は
「装着時または装着日から起算して１月
以内に限る」取り扱いとなり、咬合挙上
副子または術後即時顎補綴装置は「月１
回を限度として算定する」となったが、
咬合挙上副子または術後即時顎補綴装置
の装着日と同月に算定できるのか。
Ａ１　咬合挙上副子または術後即時顎補
綴装置の調整については、装着した月と
同月に算定できます。ただし、装着日と
同日の算定はできません。

〈有床義歯床下粘膜処置〉
Ｑ２　模型上で抜歯後を推定して製作す
る即時義歯について、歯肉の退縮等によ
り比較的早期に行う床裏装は、所定点数
の100分の50に相当する点数により算定
する取り扱いとなったが、この場合でも
床裏装を行う前に有床義歯床下粘膜調整
処置は算定できるか。
Ａ２　床裏装を行う前に歯科医学的に妥
当・適切に行われた有床義歯床下粘膜処
置については、必要に応じて算定できま
す。

〈機械的歯面清掃処置（歯清）〉
Ｑ３　歯清は、SPT（Ⅰ） またはSPT
（Ⅱ）を算定した月は算定できないとさ
れたが、SPT（Ⅰ）またはSPT（Ⅱ）を
開始する月（初回時）において、SPTを
開始する日よりも以前に歯清を行った場
合は算定できるのか。
Ａ３　SPTを開始する月に歯周病検査を
行い、SPT開始の判断を行う場合におい
ては、歯周病検査の実施日より前に行っ
た歯清は算定できます。

〈エナメル質初期う蝕管理〉
Ｑ４　歯科疾患管理料のエナメル質初期
う蝕管理加算とフッ化物歯面塗布処置の
「３ エナメル質初期う蝕に罹患してい
る患者の場合」について、口腔内カラー
写真の撮影を行うことが要件とされてい
るが、当該管理とは別に歯周病検査を実
施する場合において、プラークコントロ
ールの動機付けを目的として口腔内カラ
ー写真の撮影を行った場合に、口腔内写
真検査は算定できるか。
Ａ４　算定できます。
Ｑ５　エナメル質初期う蝕管理加算は、
「フッ化物歯面塗布及び口腔内カラー写
真の撮影を行った場合に算定する」とな

っているが、フッ化物歯面塗布処置と口
腔内カラー写真撮影の両方を実施した場
合のみ算定できるのか。
Ａ５　管理計画に基づきフッ化物歯面塗
布を実施している場合は、フッ化物歯面
塗布を実施しない月においてもエナメル
質初期う蝕管理部位の評価および口腔内
カラー写真撮影（必要に応じてプラーク
コントロール、機械的歯面清掃またはフ
ッ化物洗口指導）を行った場合には、エ
ナメル質初期う蝕管理加算を算定して差
し支えありません。

〈レセプト摘要欄記載〉
Ｑ６　暫間固定を算定した場合、レセプ
ト摘要欄に「歯周外科手術を行う予定で
あるか否かを記載する」となっている
が、歯周治療以外で暫間固定を行う場合

においても記載する必要があるか。
Ａ６　歯周治療以外において暫間固定を
行う場合については、記載がなくてもよ
いです。
Ｑ７　次の算定において、当該処置等が
初回である場合は、レセプト摘要欄に
「初回である旨」または「１回目」と記
載することとされているが、初診月であ
り「初回」または「１回目」であること
が明らかである場合においても記載する
必要があるか。
①暫間固定、②機械的歯面清掃処置、③
フッ化物歯面塗布処置、④補綴時診断料
（有床義歯修理を実施した場合に限る）
Ａ７　当該処置が初診月に実施され、
「初回」または「１回目」であることが
明らかである場合については、記載がな
くてもよいです。

歯科医療安全管理対策研究会
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お申し込み・お問い合わせは、　　
　　 　☎078－393－1803まで

BPSD治療における
抑肝散加陳皮半夏の位置付け
日　時　８月６日（土）17時～18時30分
会　場　県農業会館11階大ホール
講　師　 横浜新都市脳神経外科病院 

内科認知症診断センター部長
眞鍋 雄太先生

※終了後、19時30分より同会場で「『み
なとこうべ海上花火大会』観賞会」を
予定しています。あわせて、ぜひご参
加ください。

薬科部研究会

保険の見直しに効きます！
ネット生保と比べてみてください

積立金総額１兆２千億円
中長期の資産運用に

次回受付はお問い合わせください

好評受付中

所得補償保険と医師賠償責任保険もご利用ください

保険医年金保険医年金

グループ保険グループ保険
格安保険料と高配当が魅力！
過去７年の平均配当率46％

病気やケガの休業に備えて
非営利・助け合いの共済が有利です

休業保障制度休業保障制度

ＤｅｆＬＤｅｆＬデフエルデフエル

割安掛金が満期まで上がりません
脱退一時金、弔慰･高度障害給付あり

協会の積立年金
従業員も加入ＯＫ！

自在性が魅力！ １口単位で解約・
中断・再開が可能

個人年金保険料控除がとれる個人
年金型と自在性の一般型



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から
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－保険診療のてびき・700－

第24回
日常診療
経験交流会
演題より

保団連　第保団連　第3434回病院・有床診療所セミナー in 東京回病院・有床診療所セミナー in 東京

東灘区・東神戸薬局　　山口扶左子（薬剤師）

残薬再利用の調査により
みえてきたもの

はじめに
　2012年度の診療報酬改定において、薬
剤服用管理指導料の算定用件に「残薬確
認」が追加されました。残薬確認は薬剤
師の重要な業務の一つであり、なぜ薬が
残ってしまったのかを明確にすること
は、患者さまのアドヒアランスの向上に
つながります。また、残薬を再利用する
ことで患者さまの自己負担の軽減、医療
費の削減にも寄与できます。

当薬局での取り組み
　当薬局では2014年１月より、薬局オリ
ジナルの残薬回収袋を患者さまにお渡し
し、次回来局時に残薬を持ってきていた
だくように指導するとともに、残薬持参
を促すポスター（オリジナル）を待合室
に掲示して、残薬調整を行っていること
を患者さまに案内し、啓発活動に努めて
います。
　残薬回収袋は、A４サイズのチャック
付ビニール袋に持参時の注意や患者名記
入欄の入った用紙を入れて、患者さまに

お渡しします。薬袋に入ったまま回収袋
に入れていただくことで、投薬日や服用
方法を確認して再利用することができま
す。
　また、１回で使いきれなかった薬は患
者さまの同意を得て、この袋のまま薬局
でお預かりして、次回以降に再利用して
います。
　今回2014年９月と10月の２カ月間で残
薬調整を行った事例を調査し、①残薬の
傾向を分析して患者さまのアドヒアラン
スの向上につなげる、②患者さまの薬代

軽減と経済効果について分析し医療費削
減の寄与を考察する、③当薬局作成の残
薬回収袋の効果を検証しましたので報告
させていただきます。

残薬調整の効果
　９月も10月も、ともに１カ月の処方箋
枚数の約１％において、残薬調整を実施
していました。残薬調整を実施したうち
の重複投与防止加算を算定した割合は、
９月は66％、10月は68％で、残薬調整を
することにより、およそ７割近い処方が
重複投与防止加算の算定につながってい
ます。
　①の残薬の傾向としては、やはり分３
の薬が多く、３回きっちり服用すること
の難しさがうかがえます。また、服用や
使用を調整する頓服や外用薬も多く残っ
ていました。反対に、今回は眠剤の残薬
調整はありませんでした。眠剤は日数制
限のある薬が多いことや、患者さま自身
が予備として持っていたいという気持ち
があると考えられ、過量服用に注意が必
要です。
　②の患者さまの自己負担軽減額は101
円～500円が一番多くみられ、１割負担
の処方の86％が500円以下の軽減でし
た。今回の調査で自己負担額軽減が一番
高かった方では、１回の残薬調整で3470
円の軽減となりました。

　経済効果としては９月と10月の２カ月
間で、合わせて241,550円の国の医療費
の削減につながりました（図１）。１年
間にすると約120万円の医療費を削減で
きることになり、残薬調整が医療費削減
につながることが明らかとなりました。
　③の残薬回収袋の効果として、導入前
は残薬調整数が１カ月平均20件でした
が、導入後は待合室のポスター効果も手
伝って45枚前後と倍増していることが分
かりました（図２）。

おわりに
　残薬調整をする際には、なぜ残薬が出
たのか？ということを考え、服用率を高
めることのできるような窓口での指導
や、処方設計の提案をする必要がありま
す。残薬の再利用は煩雑で時間も手間も
かかり、待ち時間の増加や調剤業務の停
滞など大変なことも多いですが、今後も
患者さまへの声掛けや聞き取りに力を入
れることで、真の服薬コンプライアンス
を把握し、ポリファーマシー対策や、服
薬率の向上による残薬数の減少に努める
とともに、残薬を有効活用して医療費の
削減につなげていきたいと思っていま
す。
※調査データは2014年時のもの
（2015年10月25日第24回日常診療経験交
流会分科会より、小見出しは編集部）

図１　９月と10月の２カ月間での経済効果 図２　残薬調整数の推移

第25回日常診療経験交流会プレ企画

日　時　８月６日（土）17時～19時15分　　会　場　県農業会館10階105・106号

報告①　本庄弘次先生（医師／熊本市東区・本庄内科病院）
報告②　山口彩子先生（歯科医師／菊陽町・菊陽病院）
報告③　村本奈穂氏（歯科衛生士／南阿蘇村・介護老健施設リハセンターひばり）
報告④　ディヌーシャ ランブクピティヤ先生（崇城大学専任教員、比較社会文化）
ゲスト・コメンテーター　杉山正隆先生
　　　　　　　　　　　　（歯科医師／福岡県歯科保険医協会副会長・保団連理事）
特別発言　足立了平先生
　　　　　（歯科医師／兵庫協会理事、神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科教授）
〈司会〉清水映二先生（清水内科医院）、広川恵一先生（広川内科クリニック）

※終了後、19時30分より同会場・11階で「『みなとこうべ海上花火大会』観賞
会」を予定しています。あわせて、ぜひご参加ください。

　地震発生から約４カ月となる８月に被災地から４名の方をお招きし、前震・本
震発災直後の状況から現在の課題まで、現地から生の声を届けていただきます。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

被災地の医療－生活の課題被災地の医療－生活の課題
～熊本震災から４か月～～熊本震災から４か月～

日　時　８月20日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　帝京大学医学部附属溝口病院皮膚科・教授　清　佳浩先生
共　催　株式会社　ポーラファルマ

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

白癬診断・治療の進化

第520回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

　皮膚糸状菌は、主たる宿主、生息環境によって、１．土壌好性菌、２．動物好
性菌、３．ヒト好性菌の３群に分けることができる。
【白癬の診断法】
　診断法としては直接検鏡と培養ないしはPCR法などにより菌種を同定する方法
がある。近く糸状菌検査紙という、インフルエンザの検出に用いられているよう
な検査キットが発売される予定である。
【治 療 法】
　足白癬の治療法は基本的には外用療法である。体幹における角層のターンオー
バー期間が約１カ月であるのに比べ、足底でのそれは３カ月以上とされており、
少なくとも３カ月は外用療法を継続する必要があるといえる。そのため外用療法
では５カ月間の治療期間が必要と思われる。
　爪白癬は、基本的には抗真菌内服剤（テルビナフィン、イトラコナゾール）を
選択するが、内服不能例には抗真菌外用剤（クレナフィン、ルコナック）を選択
することができるようになった。 【清　記】

日　時　９月17日（土）18時30分～21時、18日（日）10時～15時
会　場　東京都新宿区　新宿農協会館８階大会議室
参加費　両日参加　10000円　１日のみ参加　6000円
　　　　（参加費は協会負担。交通費・宿泊費は参加者負担）
〈17日〉基 調 報 告「入院医療をめぐる動きと対策について」
 保団連病院有床診対策部長　安藤元博先生
　　　　記念講演１「医療情報電子化の将来展望と課題」
 日本医師会常任理事　石川広己先生
〈18日〉
　午前　記念講演２「医療事故調査制度発足から１年　教訓と課題」
　　　　日本医療法人協会医療事故調運用ガイドライン作成委員会副委員長 坂根みち子先生
　午後　病院分科会「平成28年熊本震災の経験から見えてきた災害対策の課題」
 熊本県保険医協会　本庄弘次先生
　　　　有床診分科会「有床診療所の将来展望」長崎県医師会常任理事 長谷川宏先生

９月 10月
残薬調整処方枚数 56枚 56枚
累計点数 12,125点 12,030点
累計金額 121,250円 120,300円

９月と10月の２カ月間での経済効果

121,250円 120,300円 241,550円
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